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 9. 研究実績の概要 

      下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 

   交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

   だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 

     は記載しないこと。 

（１）光ファイバを用いた無侵襲性の睡眠時無呼吸センサによる測定方法の医学的意義確認 

 本ＳＡＳセンサによってスクリーニングされた被験者と、JR 仙台病院健康管理センタ佐藤研所長の

協力を頂いて、パルスオキシメータやポリソムノグラフィー（ＰＳＧ）検査による測定結果（特に AHI

指数）と、本研究で開発した POF を用いた SAS センサでの AHI 測定結果との対比を行った。その結果、

本ＳＡＳはＰＳＧと良い一致を示し、特に低ＡＨＩ領域での対応が極めて良いことが判明した。 

（２）本センサによる家庭での一次スクリーニングの有効性検証 

 BMIが25以上（太り気味）の中高年のモニターの方に、本研究で開発したPOFを用いたSASセンサ

での就寝時測定を自宅で行ってもらい、睡眠時無呼吸症候群の家庭での一次スクリーニングの有効

性の検証を行った。本研究で開発したPOFを用いたSASセンサでAHIが5以上と判定された被験者4名

には、JR仙台病院の健康管理センタで、佐藤研医師の研究協力のもとパルスオキシメータやポリソ

ムノグラフィー検査による確定診断を行なって頂いた。その際に本光ファイバ型ＳＡＳセンサとの

同時測定も行い、閉塞性、中枢性，混合型の各ＳＡＳが良く判別できることが実証された。 

（３）本センサによるＳＡＳのスクリーニングの有効性についての啓蒙 

上記の結果を医学会（第62回日本交通医学会総会、第49回日本人間ドック学会学術大会）等で佐藤

研医学博士と共に連名で学会発表を行い、臨床的立場からの専門家のご意見を伺った。また、9t h Wor

ld Congress on Sleep Apnea と いう睡眠時無呼吸症の国際会議で論文発表を行い、多くの

ＳＡＳの専門医に本光ファイバ型ＳＡＳセンサのスクリーニングの有効性をアピールした。

 ※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)

を添付すること。 

10. キーワード 

  (1)  計測工学              (2) センサ                 (3) 光ファイバ応用        
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  (7)                           (8)                                        (裏面に続く) 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、 

  ＵＲＬを記載すること。 

http://www.teu.ac.jp/information/2008/011660.html 

http://bptv.nikkeibp.co.jp/article/080924/080924347.html 

http://innovation.nikkeibp.co.jp/etb/20080918-05.html 

 


